
【2022（令和 4）年度の進捗状況】 

Vision【2025 年への「めざす姿」】（このような姿に近づいていますか ） 

Goal【まちの状態指標】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
 

※「達成」 施策の当初の目標を達成しているもの 
「順調」 現状のペースで今後も取組を進めていくもの 
「遅れ」 ペースを加速又は他の施策に比べ重点的に 

取り組む必要があるもの 
※ 進捗状況を評価するに当たり毎年度、豊田市環境審議会で 

意見や提案等を受けています。 
 

 

・再生可能エネルギーの普及が進み、まち全体としてエネルギー利用の効率化が進んでい 
 る 
・脱炭素型の暮らしが定着し、脱炭素型の交通システムやものづくりの基盤が確立してい 
 る 
・人工林の間伐が進み、森林による CO 吸収量が増加している 
・気候変動への適応の認知度が高まり、取組が進んでいる 

・環境モデル都市として先進技術やインフラが普及し、取組が浸透している 

 

 

※環境基本計画策定（2018 年 3 月）以降に算定方法の変更あり 

 

指標名 現状値 (把握年度) 目指す方向 

再生可能エネルギー導入率 28.6％ （2022 年度） ↑ 

市内の CO 排出量※ 272 万 t-CO  （2020 年度） ↓ 

森林による CO 吸収量 15.6 万 t-CO （2020 年度） ↑ 

「気候変動への適応」の言葉を知っていて、積極的に取組を行って
いる市民の割合（※令和 4 年度から変更） 26.0％ （2020 年度） ↑ 

「地球温暖化対策に取り組むまち」として満足している市民の割合  22.9％ （2019 年度） ↑ 

脱炭素社会 

＜施策の進捗状況＞ 
・13 の施策は、12 件が順調の評価。 
・うち 1 施策「環境にやさしい交通への転換」

は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により
評価困難としている。 

・市域から排出される CO2 排出量については、
順調に減少している。 

・カーボンニュートラルに向けて、環境基本計
画掲載事業以外にも多くの事業を分野横断型で
全市的に実施している。 

達成
0 件

順調
12 件

遅れ
0 件

評価困難
1 件

<脱炭素社会>

施策の

進捗状況
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Pick Up  ゼロカーボン社会の実現に向けたとよた・ゼロカーボンアクション （環境政策課） 

Pick Up 「ハロー カーボンニュートラルプロジェクト (未来都市推進課)           
（環境政策課） 

Pick Up カーボンニュートラル対策＆物価高騰対策（環境政策課）（産業労働課） 

 

 

 

 

 

令和 5 年 1 月に、豊田市、豊田市区⾧会、豊田商工会議所、あいち豊田農業協同組合、連合愛
知豊田地域協議会などで構成するゼロカーボンシティの実現を目指す協議会を新たに発足し、市
民や事業者が一体となって「節電」・「３R」・「食品ロス削減」といった身近な環境配慮行動を実
践する市民運動「とよた・ゼロカーボンアクション」を開始しました。 

 

 

『機動戦士ガンダム』と豊田市がタッグを組んだ「ハロー カーボンニュートラルプロジェク
ト」が、2022 年 11 月 1 日（火）より始動しました。 

本プロジェクトは、市民及び事業者にカーボンニュートラルをより身近に感じてもらい、自ら
の行動につなげてもらえるよう、これまでの本市の取組や今後実施する取り組みを 3 つの視点
（つくろう、つかおう、つなごう）で整理し、広く訴求していくことが目的です。 

訴求効果を高めるため、環境・先進技術と親和性が高く、幅広い世代に人気のあるコンテンツ
として、『機動戦士ガンダム』とタッグを組み、様々な取組を展開しています。 

 
 
 

   

 
  

 

カーボンニュートラルの促進及び物価高騰対策として、市民及び市内事業者へ省エネ・再エネ設
備の導入に関する３つの支援を新たに実施しました。市民向けでは、一定の省エネ性能を有するエ
アコンや冷蔵庫の設置に対する補助支援を実施し、事業者向けでは、市内中小企業等を対象に、再
エネ発電設備導入の補助や、高効率空調や業務用給湯器などの省エネ設備導入の補助を実施しまし
た。 

これらの支援策によって、市民及び市内事業者のエネルギー消費量の削減につながり、カーボン
ニュートラルに向けた取組が加速しました。 
 
 

 

 

 

 

 

 創通・サンライズ 
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★豊田市環境基本計画成果指標一覧（主要データ） 

 

 

社会・ 
分野 

指標名 
2022 年度 

実績 
最終目標 

（2025 年度） 

脱
炭
素
社
会 

再生可能エネルギーの総発電量（市導入・関与分） 116,419kW 119,500kW 

スマートハウス支援件数（累計）新築及び既築 1,518 件 2,000 件 

スマートハウス支援件数のうち、新築 ZEH（スマ
ート・ゼロハウス）（累計） 

155 件 280 件 

新車販売台数に占める次世代自動車の割合 40.7% 50％ 

公共施設の LED 化実施割合 32.0% 50％ 

中小企業向け脱炭素スクール修了事業者数 37 者 100 者 

人工林の間伐実施面積(年間) 
※公有林等を除く 

879ha 1,200ha 

適応策推進事業への延べ参加者数（累計） 435 人 1,200 人 

環境に関する先進技術実証事業の件数 6 件 毎年度 3 件以上 

自
然
共
生
社
会 

豊田市自然観察の森における講座等の受講者数 4,846 人 5,500 人 

新たに整備された水辺や緑地等のふれあい空間の
箇所数 

3 か所 3 か所 

（2022 2025 年） 

環境学習施設を利用した小学生の生物多様性の理
解度 

92.8% 80％以上 

サイエンスミュージアムネットに登録された標本
の数（累計） 

27,490 件 40,000 件 

市民参加生き物調査における一般参加者数 988 人 1,700 人 

生物多様性保全に関する活動団体数 33 団体 35 団体 

人工林の間伐実施面積(年間) 
※公有林等を除く 

879ha 1,200ha 

みどりのまちづくり推進事業補助金による緑地整
備面積 

469ｍ2 3,200ｍ２ 

（2021 2024 年度） 

自然共生に関する企業と地域・市民活動団体との
マッチング件数 

6 件 年間 5 件 

山村部の暮らしに関する情報受信者数 2,420 件 増加 

経営耕地面積 ― 維持 
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（環境基本計画成果指標一覧） 
 
 

社会・ 
分野 

指標名 
2022 年度 

実績 
最終目標 

（2025 年度） 

循
環
型
社
会 

市民一人当たりのごみ排出量 
（家庭系ごみ＋資源回収量） 

638g 660ｇ 

市民一人当たりのごみ排出量 539g 520ｇ 

市民一人当たりのごみ排出量（燃やすごみ） 502g 485ｇ 

最終処分量（直接埋立量） 1,477t 1,527ｔ 

事業系可燃ごみ排出量 38,245t 35,000ｔ 

ごみ処理１ｔ当たりの発電量 462ｋWｈ/ｔ 440ｋｗｈ/ｔ 
以上 

廃棄物の不適正処理現場の数 110 か所 前年度から 

3 か所以上減 

焼却施設の稼働率 66% 60％以上 

安
全
・
安
心

社
会 

環境の保全を推進する協定等で定めた 
協定値を超過した事業所の数 

1 件 0 件 

不良な生活環境の解消率 86% 50％ 

適応策推進事業への延べ参加者数（累計） 435 人 1,200 人 

市
民
の
環
境
行
動
力
の
向
上
と
共
働
の
分
野 

環境学習施設における講座等の受講者数 
① 豊田市自然観察の森 ②豊田市環境学習施設 eco-T 

89.4% 80％ 

とよた SDGs パートナーの連携事業数 20 件 毎年度 5 件以上 

都市部と山村部の暮らしに関する情報受信者数 
 WEB サイト閲覧数、②おいでんさんそんセンター

Facebook いいね数 

①24,408 件 
②2,420 件 

①60,000 件 
②増加   

環境学習施設 eco-T におけるインタープリター登
録数（積み木キャラバン隊含む） 

92 人 100 人体制を維持 

とよた SDGs ポイント新規加入者数 817 人 毎年度 500 人以上 

協定協議会 WEB サイト閲覧者数（４年間累計） 5,121 件 10,000 人 
（2021-2024 年度） 

環境情報提供ツールの利用者数 
分別アプリさんあ る 

67,033 件 96,000 件 

SDGｓ関連プロモーション事業数 6 件 毎年度 3 件以上 
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